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岩手山は，大型の成層火山がほぼ東西方向に配列して形成された火山群であり，最高標高 2038m の薬師岳を頂

部とするほぼ円錐形の山体をもつ東岩手火山と，その西部で，山頂部にカルデラをもつ西岩手火山からなる．岩手

山周辺地域では，河川水・湧水の安定同位体組成から，浅層地下水流動系が涵養源とともに明らかにされている

(Kazahaya et al．1998)．本研究では，岩手山周辺地域のさまざまな深度から地下水・温泉水を採取し，これら

の化学的・同位体的特徴を示し，岩手山周辺地域における地下水・温泉水へのマグマ起源物質の寄与および供給プ

ロセスについて，火山体の構造との関係と併せて議論する．  

これまでの浅層地下水流動系に関する研究から，薬師岳山頂付近で涵養された地下水は，東斜面の標高 300m 付

近に存在する生出湧水(流量 50000ton/day)に排出されていることが明らかになっている(Kazahaya et al. 1998)．

生出湧水およびその周辺地域の地下水は，比較的 HCO3-濃度が高く，またそのヘリウム同位体比は 2.2～4.0Ra と

高い値を示した．このことは，この地域の湧水・地下水に，火山活動に関連したマグマ起源物質の寄与があること

を示唆する．一方，同地域の温泉水は，湧水・地下水と比べて低い dD, d18O 値を示し，さらにそのヘリウム同位

体比は 0.1Ra と非常に低かった． この温泉水は，深度 810m のボーリング井で，基盤となっている第三系の地層中

に存在する水である．これらの結果は，この温泉水が，比較的古い水であり，放射性起源の 4He の寄与を大きく受

けていると考えられる．多量のマグマ起源物質は浅層地下水系へ供給されているのに対し，基盤中の水は浅層地下

水系とは孤立して存在し，マグマ起源物質の寄与をほとんど受けていないといえる． 

東斜面とは対照的に，岩手山南西斜面には活断層である雫石断層が存在しており，この断層沿いの温泉は，深

度約 1000m のボーリング井であり，Cl-および HCO3-濃度が非常に高く，ヘリウム同位体比も 2.5～3.0Ra と高かっ

た．さらに，その周辺地域の地下水についても HCO3-濃度やヘリウム同位体比が 1.7～5.3Ra と高かった．また，

この地域の浅層地下水は，比較的標高の低い南麓域を涵養源としていることから，断層近傍の温泉水および地下水

については，その深度にかかわらず，断層を経由してマグマあるいはマントル起源物質の寄与があることを示して

いる． 

岩手山周辺地域の地下水流動系ならびにマグマ起源物質の供給に関して，東山麓地域では，山頂部を涵養源と

する巨大な浅層地下水系が存在し，この浅層地下水系を経由して多量のマグマ起源物質が供給され，基盤中の水と

は別の水系を形成しているのに対し，南西麓地域では，断層を経由して地下水および温泉水にマグマあるいはマン

トル起源物質が供給されていることが示唆された．火山体の構造の違いは，マグマ起源物質の周辺への供給プロセ

スに大きく影響を与えることが明らかとなった． 


